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令和３年度大学入学者選抜における大学入試英語成績提供システムの 

利用方法の公表について（依頼） 

 

令和３年度大学入学者選抜に係る大学入試英語成績提供システム（以下「システム」と

いう。）の利用の有無や利用方法については，本年６月３日付け事務連絡にて，可能な限り

速やかに公表していただくよう依頼するとともに，８月２日付け事務連絡にて，その状況

についての調査を依頼し，過日，各大学から回答を御提出いただいたところです。 

また，令和２年度大学入学者選抜実施要項（令和元年６月４日付け元文科高第 102 号文

部科学省高等教育局長通知）においては，個別学力検査において課す教科・科目の変更等

が入学志願者の準備に大きな影響を及ぼす場合には、２年程度前には予告・公表すること

としています。 

ついては，下記の各事項について，学部・学科別及び選抜区分別に公表していない大学

（短期大学を含む。）においては，遅くとも本年９月中に公表いただくようお願いします。 

なお，８月２日付け事務連絡に対する各大学からの回答については，本日文部科学省ホ

ームページ（http://www.mext.go.jp/）内に開設した「大学入試英語ポータルサイト」に

掲載していますので，適宜御参照ください。 

 

記 

 
① 英語資格・検定試験の利用の有無 

② システムの利用の有無 

③ システムが提供する成績の利用方法 

（出願資格として利用，点数化して加点，高校が作成する証明書等との併用，一定水準

以上の成績で共通テスト英語を満点とみなす，システム経由しない方法との併用等） 

④ ③の利用方法が「出願資格」である場合の CEFR のレベル 

（A1 以上，A2 以上，B1 以上，B2 以上，C1 以上，C2 以上，下限を設けていない） 

⑤ 利用するシステム参加試験の種類 

⑥ システムが提供する２回の成績の利用方法 

（CEFRの段階やスコアの良い方の成績を利用する，受験日が遅い方の成績を利用する等） 

 
以上 
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